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坤騨

熊本三大手水鉢。重臣

大木邸にて使用

文禄の役記念で持ち帰

られた太鼓橋。出世橋

とも言われている。

I
●白鬚大明神 ●大国主神

《猿田彦大神》（福徳円満の神）
（道開き・導きの神）

●菅原道真公 ●恵比寿神
（学問の神） （商売繁昌の神）
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、【情王公(せい(よこ)まつり】
情正公まつり奉賛会
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こ
ノ
ト
季

明
城

・
屋

亜
護

旗
名

公
前

正
肥

。
情
年

設

守
清
た

天
生
れ

、
。
＋
ナ
さ

際
と

え
の
杏
直

城
銀
叩

築
大
繧

城
の
が

本
前

公

畦

熊本城築城の際、天守

閣前の大銀杏と共に情

正公がお手植えされた

情正公旗立石。明治42

年肥前名護屋城より移

設。

境
内
で
の
神
賑
行
事
「
清
正
公
夜
市
」

と
、
御
神
幸
行
事
「
清
正
公
ま
つ
り
神

幸
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

粋
で
い
な
せ
な
「
神
輿
の
競
演
」
や
子

ど
も
た
ち
が
清
正
公
に
扮
す
る
「
千
人

情
正
」
な
ど
が
神
社
を
出
発
し
、
市
内

を
練
り
歩
き
ま
す
。戸

悪、
�

／
【j･藤神柱崇教罫「 L【j宮燕神私予

t

藍

Ｐ キ
ャ
ン
プ
・
田
植
え
・
稲

刈
を
始
め
、
毎
月
神
社
子

供
会
な
ら
で
は
の
行
事
を

開
催
。
問
い
合
せ
や
申
し

込
み
は
社
務
所
ま
で
。

法

人
会

員

情
正
公
の
ご
神
徳
昂
揚

の
為
の
事
業
を
行
う
。

個
人
会
員
（
年
会
費
）

＆

｜
』

口 口 T

漣

塵

（
年
会
費
）

三
千
円

（
年
会
費
）

｜
万
円

、謹製 灘
好

【
鑑
婚
式
の
ご
崇

多
く
の
方
が
熊
本
城
内
の
こ
の

地
よ
り
夫
婦
の
道
を
ス
タ
ー
ト

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
竹
灯
篭
を
灯
す
宵
の
婚
礼

【青,巻会】
(崇敬会青年部）
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｣

吐

雨
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。

毎
月
八
日
、
例
会
。

神
社
祭
事
や
子
供

会
を
支
え
、
祭
り

で
は
お
噺
子
を
。

随
時
入
会
受
付
中
。
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令
和

三
年

令
和

四
年

明
治
四
十
四
年

大
正

三
年

昭
和

六
年

昭
和
三
十
七
年

昭
和
四
十
六
年

昭
和
五
十

年

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

平
成
十
四
年

平
成
十
九

年

平
成
二
十
年

平
成
二
十
三
年

慶
応

明
治

明
治

明
治

一副鑛
“》蕊
、
滞
華
７
１
ル

唱
伊
涛

鴛
聯

嘩
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諦
轆

…
談
Ｉ
酔
紗
鋸
吻
眠
癖

酔
い
黙
》
》

回心〉“＊峰、
錘
《
“
ゞ
￥
稚

鰊

り
な
い
程
の
偉
業
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
武
将
と
し
て
の
渭
正
公
は
、
単
な
る
勇
し
い
ば
か
り
の
武
士
で
な
く
し
て
、
常
に
大
義
名
分
を
重
ん
じ
ら
れ
る
と
共
に
、
上

に
は
忠
と
義
を
以
っ
て
、
下
に
は
慈
悲
と
情
を
以
っ
て
あ
た
ら
れ
た
信
仰
心
の
豊
か
な
方
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
、
清
正
公
の
五
十
年
の
生
涯
は
、
実
に
至
誠
に
し
て
高
潔
な
る
人
格
者
で
あ
り
、
い
つ
の
時
代
に
於
て
も
尊
崇
敬
慕
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
理
想
的
日
本

人
で
あ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
熊
本
県
民
に
と
っ
て
は
、
熊
本
発
展
の
礎
と
な
る
有
形
無
形
の
役
割
を
果
さ
れ
、
ま
た
、
〃
後
の
世
の
為
″
の
政
事
を
さ
れ
た
大
恩
人
で
、

渭
正
公
を
お
祀
り
申
し
上
げ
る
加
藤
神
社
は
、
肥
後
総
鎮
護
と
言
う
べ
き
神
社
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年

明
治

八
年

明
治

十
年

明
治
十
一

年

明
治
十
七

年

明
治
四
十
二
年

【
由

緒
】

か
と

う
き
よ
ま
さ
こ
う

お
お
き
か
ね
よ
し
こ
う

か
ん
じ
ん
き
ん
か
ん
こ
う

薇
祭
謹

《
主
祭
神
》

加
藤
清
正
公
〈
陪
神
〉
大
木
兼
能
公

韓
人
金
庫
公

｣－
11 五 四 四

年 年 年 年

御
創
建
百
年
を
記
念
し
て
、
御
鎮
座
百
年
記
念
大
祭
を
斎
行
す
る
。

“
４
１
．

日
ｉ
９
ｈ
判
‐
１
１
１
・

夏
祭
り
に
神
幸
行
列
を
復
活
す
る
。
（
昭
和
五
十
七
年
よ
り
情
正
公
ま
つ
り
に
改
称
し
、
昭
和
六
十
年
清
正
公
ま
つ
り
奉
賛
会
を
組
織
す
る
）

冑
少
年
の
健
全
育
成
と
教
化
を
目
的
と
し
て
子
供
会
を
結
成
す
る
。

御
神
徳
の
昂
揚
を
目
的
と
し
て
崇
敬
会
を
結
成
す
る
。
（
平
成
六
年
に
胄
年
部
を
結
成
）

情
正
公
肥
後
入
国
四
百
年
記
念
大
祭
を
斎
行
す
る
。
（
境
内
に
記
念
碑
建
立
）

城
内
遷
宮
四
十
年
記
念
大
祭
を
斎
行
す
る
。
（
記
念
事
業
と
し
て
御
社
殿
並
び
に
社
務
所
の
改
修
改
装
工
事
等
を
行
う
）

熊
本
城
築
城
四
百
年
記
念
大
祭
を
斎
行
す
る
。
（
肥
後
本
妙
寺
池
上
副
住
職
神
前
に
て
法
華
経
読
経
）

忠
広
公
配
流
の
地
庄
内
丸
岡
天
澤
寺
よ
り
忠
広
公
尊
像
里
帰
り
。
（
加
藤
大
神
の
御
前
に
安
置
し
親
子
の
御
霊
の
再
会
を
三
七
六
年
ぶ
り
に
果
た
す
）

加
藤
清
正
公
生
誕
四
百
五
十
年
没
後
四
百
年
記
念
大
祭
を
斎
行
す
る
。
（
名
古
屋
情
正
公
の
生
誕
の
地
妙
行
寺
安
藤
住
職
神
前
に
て
読
経
）

出
羽
庄
内
「
黒
川
能
云
忠
広
公
が
当
地
で
鑑
賞
さ
れ
た
と
さ
れ
る
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
を
境
内
特
設
舞
台
に
て
奉
納
。
大
祭
に
て
謡
曲
奉
納
。

城
内
遷
宮
五
十
年
記
念
大
祭
を
斎
行
す
る
。
忠
広
公
終
焉
の
地
天
澤
寺
庄
司
住
職
、
忠
広
公
の
尊
像
を
奉
持
し
、
神
殿
内
に
安
置
し
て
神
前
読
経
。

（
京
町
旧
鎮
座
地
［
現
ス
カ
イ
ハ
イ
ッ
熊
本
内
］
に
記
念
碑
建
立
）

御
創
建
一
五
○
年
記
念
大
祭
を
斎
行
。
記
念
事
業
「
和
魂
祭
」
を
行
い
、
清
正
公
狂
言
「
熊
本
三
獣
士
」
を
境
内
に
て
初
演
。

城
内
遷
宮
六
○
年
記
念
大
祭
を
斎
行
。
境
内
整
備
事
業
「
令
和
の
大
造
営
」
を
開
始
す
る
。 霊
感

神
仏
分
離
の
際
熊
本
城
内
に
神
宇
を
創
建
し
錦
山
神
社
と
公
称
す
る
。

神
祗
官
を
経
て
大
木
兼
能
・
韓
人
金
盲
公
の
両
霊
を
合
祀
す
る
。

明
治
六
年
に
熊
本
鎮
台
が
置
か
れ
、
城
内
が
悉
く
陸
軍
用
地
に
編
入
さ
れ
た
為
に
、

京
町
台
に
改
築
遷
座
奉
祀
す
る
。

社
格
を
県
社
に
列
せ
ら
れ
る
。
（
昭
和
一
一
十
一
年
社
格
制
度
が
廃
止
）

西
南
の
役
に
際
し
、
社
域
は
交
戦
の
衝
路
と
な
り
手
水
鉢
以
外
建
物
悉
く
焼
失
す
る
。
（
御
神
体
は
事
前
に
健
軍
神
社
に
移
し
奉
護
す
る
）

陸
軍
中
佐
乃
木
希
典
氏
西
南
の
役
戦
勝
報
寶
の
参
拝
を
さ
れ
祭
文
を
奏
上
さ
れ
る
。
（
直
筆
の
祭
文
は
御
神
宝
と
し
て
所
蔵
）

社
殿
再
建
に
着
手
し
、
十
九
年
に
竣
工
正
遷
宮
す
る
。

情
正
公
一
一
一
百
年
祭
を
斎
行
し
、
社
号
を
加
藤
神
社
と
改
称
す
る
。
同
年
閑
院
宮
殿
下
の
御
参
拝
あ
り
幣
帛
料
を
供
進
さ
れ
る
。

同
年
陸
軍
大
将
乃
木
希
典
氏
よ
り
太
刀
一
振
薙
刀
一
本
献
納
さ
れ
る
。

伏見宮殿下の御参拝。同年米領ハワイ在留民の懇請により現地に加藤神社創建。一
朝
鮮
京
城
府
龍
山
有
志
者
の
懇
請
に
よ
り
現
地
に
加
藤
神
社
を
創
建
す
る
。

昭
和
天
皇
の
勅
使
と
し
て
侍
従
山
県
公
爵
が
幣
帛
料
を
下
賜
さ
れ
る
。

永
年
の
熊
本
城
内
遷
宮
の
宿
願
叶
い
現
在
地
に
遷
宮
す
る
。

熊
本
藩
主
細
川
詔
邦
公
の
弟
長
岡
護
美
公
の
建
議
に
よ
り
明
治
元
年
朝
廷
よ
り
神
祭
仰
出
さ
れ
、
浄
池
廟
を
神
道
儀
式
に
て
守
護
す
る
。

(城内へ遷宮前）

昭和37年頃
(京町へ遷宮後）


